
１．はじめに

吉国： 今日の題名が「知財活用の最前線」なのです

けれども，最前線という実感がなくて，多分「回れ右」

をしたときにひょっとしたら一番最前線かなと思って

います。今日のお話は，お集まりの皆さんが，知財と

いったときに思い浮かべる知財とはやや趣が違うかも

れません。

今，ご紹介いただきましたけれども，私はもともと

特許庁におりました。国立大学の法人化のタイミング

で金沢大学にお世話になることになり，3年ほど前か

ら，イノベーション創成センターという組織の長をさ

せていただいています。何をやっているかと言います

と，イノベーション創出。その話もこのあとにさせて

いただきますけれども，地域，特に金沢大学がある石

川県に事業化，雇用創出といった観点でいろんな活動

をさせていただいています。その中で知財というもの

を新たな観点で見ていくべきではないか，知財という

ものが本当はもっともっと潜在的な力強いものではな

いかと，そういった話をさせていただければと考えて

います。

２．新たな挑戦〜地域・事業化・人材育成

まず，どういったことに取り組みつつあるかという

ところをご紹介致します。キーワードは「地域・事業

化・人材育成」です。石川県といいますと，県庁所在

地が金沢という観光都市ということで，1つのすごく

良いイメージがあります。それから，能登は自然豊か

ですし，人情味豊か。こういった地方にある地域とし

ては非常に恵まれている面も多々あろうかと思いま

す。その一方で，特に能登地域は過疎高齢化が非常に

深刻で，耕作放棄地がだんだん増えている。学校も廃

校といったことをふと耳にしてしまう。そういった地

域でもあるということで，ここに地域・事業化・人材

育成を，つまり，この地域に住んでいる人たちが，こ

の地域に生まれて本当に良かったという思いを抱いて

いただくための活動を，ということで 3年ほど前から

取り組んでいます。

私が所属するのはイノベーション創成センターとい

うところで，イノベーションというのはそもそも何か

ということです。かつてはイノベーションというと技

術革新ということで，何か技術的な側面が非常にク

ローズアップされた時代もありますけれども，現在で

は，大きな社会的変革ではないかという捉え方がなさ

れているようです。私どもとしても，イノベーション

創出のために技術的な面と社会制度的な面の，大きな

2つのポイントがあるのかなと思っております。

技術的阻害要因というのは，イノベーションを実現

するまでに克服しなければならないものですけれど
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も，技術的な面，制度的な面，実際に地方に身を置く

と一番大変なのは制度的な側面ではないかと，そう

いった気持ちを抱くことが多々あります。こういった

技術的な面，制度的な面をどう克服していくのか，そ

してその中で知財というものがどういう役割を果たす

のか，そういったことになろうかと思います。

3年ほど前からですけれども，まず何に取り掛かっ

たかというと，地域・事業化・人材育成で一番重要な

ものは何か。先ほど能登の地域という話をしましたけ

れども，産業はほとんど一次産業が大きなシェアを示

しています。そういったところに新たな産業創出とい

うことで，農商工連携ということをまず強く意識をし

ました。最近よく言われる六次産業というようなもの

です。それから，当然それだけでは駄目で，実際にそ

の地域で暮らしていくためには，健康・安全・福祉の

問題，それから教育の問題といろいろあるのですけれ

ども，もう 1つの切り口として医商工連携。こういっ

た切り口でスタートをさせていただいております。

特に金沢大学は総合大学ではあるのですが，農学部

がない。けれども，農商工連携というものをまず重要

な課題ということで取り上げました。これはある意味

ではハンディで，ある意味では非常なメリットだった

と考えています。ネットワークゼロからスタートした

わけですけれども，考えてみると，しがらみがないと

いう，今にして思うとこれは最大のメリットだったな

と感じています。と言いますのは，地域における地域

イノベーションの創出というようなことを別の視点で

言うと，今の日本全体に漂っている閉塞感をどうやっ

てぶち破るか，そういった思いと同じかなと思ってい

まして，ゼロからの出発ということでスタートさせて

もらいました。

こういったことをやろうとした背景には，私が金沢

大学にお世話になって 2 年目，平成 17年に開設した

“ビジネスクリエイト工房”というものがあります。

大学の技術というものを企業様からご覧になると，あ

そこの大学はああいう先生がいる，ある意味では 1つ

の分野，縦の分野で大学の技術を見られる。「シーズ

とニーズのマッチング」というような表現があります

けれども，それでやられると，旧帝大ならいざ知らず，

すべてのフィールドの一連の研究者が揃っていればい

いのですけれども，そうでない場合には，大学の序列

そのままのランク付けをされてしまう。それは本来は

違うのではないかと，大学のそういった研究成果は，

分野が変わるとある意味で大化けするのではないかと

いうことで，それを 1つの問題意識としてビジネスク

リエイト工房というものを開設させていただきまし

た。

これは実際には，半年間，立教大学さんと共同で，

金沢大学の研究成果を用いて第二創業しませんかとい

うことで，スタートさせていただいたものです。こう

いった活動を過去にやっていましたので，これを踏ま

えて，農学部はないけれども，農商工連携の“ビジネ

スクリエイト道場”というものをまずスタートさせた
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わけです。

本当にこの分野の人たちとは全く何のネットワーク

もなかったものですから，道場だから入門者がいて，

師範がいて，師範代がいてと，そういったものではな

いかということで，生産分野，加工分野，流通販売，

IT 戦略，ブランド戦略，こういったテーマごとにトー

タル 7回開催させていただきました。こうやっている

うちに，金沢大学はいったい何をやるのだということ

で，学内外の専門家，近隣大学の関係者，地域企業の

方々など延べ 374 名に参加いただいたということで，

これが今日お話しすることのまずスタートラインだっ

たかなと思っています。

これがそのビジネスクリエイト道場の第 2 回目の雰

囲気です。金沢のあるホテルで開催したのですけれど

も，「SWOT分析」といったことも含めて，いろんな

立場の方に入っていただきながら，1つの事業化とい

う方向で活動をさせていただきました。改めて考える

と，ここからがスタートでした。

1 年目はネットワークを構築するために，入門者，

師範，師範代，事業化ということでスタートしたので

すけれども，私の口から言うのも変なのですが，これ

は非常に好評でした。好評だったのですけれども，2

年目の 4月に部下に指示したことは何かと言うと，4，

5，6月の 3ヶ月は何もするなと言ったのです。なぜか

と言うと，だいたい上手く行ってしまうと，勢いで今

年も頑張ろうねといってこのスタイルをやる。1年目

は上手くいきましたが，これはあくまでもネットワー

ク構築であるということです。農学部のない金沢大学

がこういうことをやろうとすることで逆に関心を持っ

ていただいたわけです。これに甘えると，だいたい 2

年目は勢いで上手く行っても，3年目にこけると思い

ましたので，根本的にやり方を変えようと，そのため

に 4，5，6月は仕事をするなという指示を出しました。

それで 2年目に取り掛かったのが，これも農商工連

携のビジネスクリエイト道場の発展型ですけれども，

和倉温泉という観光地を抱えている七尾市をベース

に，食のハブ基地を作りたいという構想のもとに，「食

の部品化構想」というものを立ち上げました。ただ単

に大学がいいと思って立ち上げただけではなくて，七

尾市長さんと，うちの客員をお願いしている多喜さん

という方と，私で三者会談をして，七尾市で「食の部

品化構想」を発展させていこうという方向付けをして

いただいて，2年目は具体的な事業化のテーマに取り

組んだということになります。

これを話すとかなり時間がかかるのですけれども，

要は付加価値をどうやって上げるかということです。

日本の産業で一番利潤を上げているのはどこかといっ

たときに，いろいろあると思うのですけれども，1 つ

の代表例として自動車産業を考えれば，あれは部品

化・標準化といったことを踏まえて 1つの組み立て産

業として成り立っている。食というものを考えたとき

に，食の部品化というものをもし可能にならしめた

ら，色々なメリットがあるのではないかということで
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スタートさせたものです。特に農業，水産業の一次産

業の場合は，たくさん獲れると逆に価格が買い叩かれ

て，売るに売れないという問題がある。そういったこ

とも含めて，吸収していくための仕掛けづくりだとご

理解いただければと思います。

これは，そういった方向付けに基づいてどういった

ことをやっていくかを整理したものです。こういった

事業に取り組んできているということで，まず今日の

お話の前提というふうにご理解いただければと思いま

す。こういうことをやっていて，何を考えるように

なったかというお話を次にしたいと思っています。

３．地域貢献から地域経営へ

石川県の能登半島に珠洲市という市があります。こ

の絵は 100年前の珠洲と現在の珠洲です。多分大阪で

同じことをやったら，全く絵が違うのではないかと思

いますけれども，これをよく見ると，あんまり変わっ

ていないのです。これをどういうふうに捉えるかなの

ですが。地域資源の活用ポテンシャルが高いのではな

いか，もっと言えば，土壌が汚れていないということ

です。本当にゴミの廃棄とか廃土とか，産業廃棄物と

いったものにはほとんど縁のない土地ですから，そう

いった意味では地域資源の活用ポテンシャルが高いと

考えたらいいのではないかというのが，まずこれの見

方です。

石川県全体をどういうふうに見ていくかというと，

東京とか近畿の地区のように大きな企業さんがほとん

どない。石川県に絡んで大きな企業というとコマツと

いう世界的な企業もあるのですけれども，地場産業と

はとても言えない。しかしながら，石川県はニッチ

トップ企業が非常に多いということで，極めて特色の

ある地域です。一部の例外を除いて超特大の企業はな

いけれども，個性あふれる企業さんが多いのです。

もう 1つは，石川県の今の産業政策を見ると，いい

意味でちょっと変わっているのですけれども，平成 20

年度に「いしかわ産業化資源活用推進ファンド」200

億円を立ち上げて，さらにその 2年後の平成 22 年度，

つまり昨年から「いしかわ次世代産業創造ファンド」

というものを立ち上げています。県がとにかくこの

ファンドを活用して，この運用益でもって新たな産業

を興すという，県全体の産業政策という大きなうねり

があります。私どもは農学部がないにも拘らず農商工

連携にチャレンジしたわけですけれども，これはそう

いった流れを最大限に活用できるチャンスではないか

と考えています。

そこで，「連携産業創出のチャンス」ということで，

もう一度今のお話をまとめると，一世紀の間ほとんど

変化のない地域を，“奇跡的に保存された地域”と捉

え，“自然”，“一次産業”，“教育”，“医療”，“観光”，

これらを組み合わせる。これらはすべて手段です。目

的は何かと言うと，「アラサー（アラウンドサー

ティー）の女性が住みたくなる土地」にどうやって

持っていったらいいかということを，一番の柱として

考えるということです。

今日は詳しいデータを持ってきていないのですけれ

ども，法人税の収入が激減，人口がどんどん減ってき

ますから住民税も減っていくわけです。それから先ほ

ど言ったように廃校も増えていくと，教育の機会も

減っていく。そういったことで人が減っていけば病院

経営も成り立たないということで，医療の問題も出て

くる。どんなに自然が豊かだと言われても，住みたく

ない土地になってしまえばもう終わりだということ

で，この危機的状況を何とかしなければならない。あ

る意味では待ったなしのタイミングだと思っていま
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す。

そのために，県のファンド等も活用しながら，大き

なうねりを作らなければいけないと考えて，毎月能登

を順番に泊まり歩いたこともあります。そこで色々な

ことを感じました。本来ならばみんなが一つになって

この問題に取り組まなければいけないのに，それぞれ

が頑張りすぎて，ふと気がついてみるとみんなバラバ

ラというのが，意外と地域の現状ではないかというこ

とです。

大学というのは教育，研究，そして社会貢献。その

社会貢献の 1つの一環として地域貢献という言葉が使

われますけれども，そういう状況を見ているうちに，

“地域貢献”という言葉自体は悪くないのですけれど

も，何かアリバイ工作をしているような感じになって

しまったのです。どういうことかと言うと，貢献しよ

うがしまいが，本当にそこに生まれて良かった，育っ

て良かったという地域になっているというものではな

い。そのためには何をしなければならないかと考えた

ときに，「個々の事業から仕組みの構築へ」という考え

方が必要なのではないかと強く感じた次第です。

“地域貢献”という言葉を“地域経営”，“地域マネー

ジメント”というふうに変えてみると，まず経営です

から，リーダーシップが不可欠，そして継続性，これ

が一番大事なのだと思います。イノベーション創出の

ために地域に事業化を促し，雇用を生んでいくため

に，色々な問題があります。これを一言で“社会的な

阻害要因”と言ってしまうと，それを排除する大きな

方向を持ったリーダーシップが必要です。リーダー

シップが発揮されれば，我々は優れた技術を持ってい

るわけですから，そういったものを活用できる土壌が

生まれていくのではないかということです。

そういった活動をするにあたって，私の立場という

のは産学官連携という立場ですけれども，では「産」

ができるのか，それとも「官」ができるのかというふ

うに考えると，こういった問題提起は「学」のほうが

やりやすいのではないかということになります。正直

言って大学が事業化まで責任を持てるものではありま

せん。大学ですから，経営者でもない。でも，あえて

こういう地域経営という問題提起をさせていただいて

いるところです。

普段感じている地域というものをこの“地域経営”

というコンセプトで見たときに，どういう問題がある

かと言うと，まず「並列構造から直列構造へ」と書い

ていますけれども，これは石川県という地域だけでは

なくて，日本全体が抱えている問題でもあるように思

います。というのは，みんな一生懸命にそれぞれの立

場でやっている。お金もいっぱい落ちている。言うな

れば，それぞれのファクターを見ると，それなりの性

能を上げているということです。でもそれが全部並列

構造になっていますから，どんなに性能のいい電池を

100万個集めようが 1,000万個集めようが，並列です

から 1.5V ですね。あんまり性能が良くなくても，直

列に 10 個集めれば 15V で，100 個集めれば 150V に

なると，そのようなものの見方です。

よく縦割り構造と言いますけれども，縦割り構造と

いうのは電池の並列と同じで，地方においてはその傾

向が強いというのが私の実感です。過去 30年東京で

仕事をさせていただいたのですけれども，なんで同じ

環境で，同じ目的に向かって一緒にやらないのだとい

うことが多々ありすぎます。そういったことが地域に

おけるリーダーシップを執っていくうえでの一番の問

題点かなと思っています。

次に，「脆弱性の克服」と書かせていただきましたけ

れども，ある意味では既得権益や縦割り構造というも

のが社会的な阻害要因であるとすると，これはまたあ

る意味では居心地もいいのです。社会の安定構造にも

寄与していたということで，これが全部なくなり，過

疎高齢化の土地に都会的な気風だけが広がったらどう

なるかと言うと，バラバラになります。とんでもない

ことになる可能性もあるということで，このあたりの

繋がりとか連携というものを本気で考えていかなけれ

ばいけないのではないかと考えたときに，強く感じた

のは，標準化，認証システム，知財管理が接着剤とし

ての役割を有しているかもしれないということなので

す。
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ここにいらっしゃる方は知財に強い関心をお持ちの

方が圧倒的に多いと思うので，釈迦に説法かもしれま

せんが，知財とは何かと聞かれたら，私は「この指と

まれ！」だと思っています。例えば特許というのは，

他人様の特許との兼ね合いもありますから，特許が

あっても何もできない状況が多々ある。これを難しい

言葉で排他権という言葉がありますけれども，逆に

「使わせて」と人様が頼んでこられたら，「いいよ」と

言うか，「使わせてあげない」と言うかの二者択一にな

ります。そこで，「いいよ」，すなわち，「この指とま

れ！」を選ぶことで，多くの仲間を集めることができ

ます。これを最近流行のカタカナで言うと，アライア

ンス形成のためのツールが知財，これを地域に当ては

めたらどうなるかということを考えるようになりまし

た。

３．１ 連携活性化ツール「いもづる」と戦略策定

ツール「魚眼マンダラ」

とは言いつつも，知財もツールでしかない，手段で

す。それを使って何をするか，これが一番大事なわけ

です。特に地域というところに目を向けたときに，立

場の違う人がいっぱいいるわけです。それぞれの立場

でものを語ってしまうと，結果的にそれがバラバラに

なって並列になってしまう可能性もあるということ

で，異分野の人たちが，「私たちは運命共同体だよね」

と繋ぐためのツール，これが必要なのではないかとい

うことで，『いもづる』というものを開発してきていま

す。

それからもう 1つは，大きな目標がないと，また立

場が違えば違うほど，立ち位置という言葉でよく言わ

れますけれども，互いの足を引っ張るということにも

なり兼ねません。そういう人たちが「違っていてもい

いよ，でも同じ事業でやれるよね」ということを納得

していただくためのツールを開発してきています。そ

れが『魚眼マンダラ』です。

それから，「明確なリーダーシップ」は言葉だけでは

しょうがない。知財が「この指とまれ！」ということ

になれば，これはある意味では，国がなんと言おうと，

どこかの偉い人がなんと言おうと，知財は知財という

ことです。これは強く保証された権限ですから，これ

を最大限活用しない手はないだろうということで，こ

ういう 3つの柱で考えてきています。

これが『いもづる』です。要は検索ツールで，芋を

探しに行くときに，芋も見られるのですけれども，途

中どう繋がっているのかをズルズルと見られる。その

見やすい表示ということに力を入れています。それ

で，予期せぬ場所で予期せぬ人を発見する。人生で一

番何が楽しいかと言うと，ワクワク，ドキドキ，ハラ

ハラなので，予測しないところで「えっ，全部繋がっ

ているんだ」と思ったときに，とんでもない 1つの大

きなネットワーク，動きが始まる。こういったことを

考えて作り上げているものです。

それから，『魚眼マンダラ』というのは，なんとなく
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わかったような，わからないような話ですけれども，

一言で言うと，立ち位置がみんな違うので，お互いの

立場を主張すると仲違いしてしまうおそれがありま

す。そこで，「ここの立ち位置にある人の目標はこれ

でいいよ」，「ここの人はこっち」，「こっちの人はあっ

ち」とか，あるいは「こんなものはどうでもいい，私

はこっちからこっちでいいんだ」というふうなこと

が，A4サイズでパッと覗けるようなツールを開発し

ました。

当初，石川県というのは次世代自動車，電気自動車

は極めて遅れているとの印象があったのですが，「電

気自動車を作る，使う石川県」というテーマで試しに

最初にやってみたら，やれないわけでもないのだとい

うことが，わかってきました。

次に，農商工連携でお付き合いの始まった七尾市さ

んから，過疎高齢化が進行している能登島についての

活性化のご相談がありました。そこで，能登島活性化

のための「能登島 EVアイランド構想」をこの魚眼マ

ンダラで作成してみました。とことん地域に特化した

構想で，そこに行けばいろんな事が学べる環境を作

り，若い人を呼び込むための仕掛けです。突拍子もな

いとの印象をもたれるかもしれませんが，この魚眼マ

ンダラが人を動かす力があることを実感しています。

この『魚眼マンダラ』というのは，ちょっと権威付

けで言いますと，うちの客員で元キヤノン販売のソ

リューション営業本部長をなさっていた瀬領さんとい

う方の知恵を借りて作成しました。彼の作るツールは

非常に精緻で複雑なので，その A4サイズの簡易版を

作りました。「瀬領式魚眼マンダラ」ともいいます。

非常に簡易的なものですけれども，新たな構想を多く

の方々にご納得いただけるツールとして積極的に活用

させていただいております。

魚眼マンダラのご利益を整理してみました。辞書を

引いても多分出てこない言葉ですけれども，同床異夢

ではなくて，『異床異夢』でもやれるよということで

す。それから，特に同じ地域にいても立場が違うと，

お互いに自分たちの立場を主張しすぎて結局バラバラ

になるので，それも全部まとめてしまおうという『雑

食性』です。例えば，「電気自動車を作る，使う石川

県」というテーマでやってみたら，やれるかもしれな

いということですから，途方に暮れた我々にある希望

を与えてくれる可能性もあるということで，まさに
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『迷子に地図』。それから，こういった産学官連携とい

うとちょっと一般の方々が入りづらいのですけれど

も，こういったものを見るとみなさんいろんなことを

言えるということで『Simple is best！』，こういった

色々な効用があるので『魚眼マンダラ』と名付けたわ

けです。『マンダラ』というとなんとなくご利益があ

るように思うので，『マンダラ』という言葉を使いまし

た。『魚眼』は 360度すべての人を巻き込むというこ

とです。

３．２ 北陸に次世代自動車基地を構築するために

それがこうじてどうなったかと言うと，今年の 2月

に「北陸に次世代自動車基地を構築するために」とい

うとんでもないテーマでフォーラムを開いてしまいま

した。そのときは身内からも「お前，何を考えている

んだ」ということで大変だったのですけれども。光岡

自動車という会社はご存知の方もいらっしゃるかもし

れません。富山にある会社で，本田自動車に次いで自

動車メーカーになった会社です。その創業者の会長さ

んに基調講演をお願いに伺った際，冒頭 30分ぐらい

は「お前は何を考えているんだ，そんな甘いもんじゃ

ない」とお叱りを受けて，「そんなにやりたかったら大

学の賢い連中だけでやればいいじゃないか」と突き放

されましたが，1時間半ずっとお願いをさせていただ

いて，快諾を頂いた。こういったことを続けて今に

至っているわけです。

“突然，源頼朝が……”と書いてありますけれども，

北陸に次世代自動車基地を構築するというとんでもな

いテーマを挙げたものですから，ひと月前までは

フォーラムが上手く開催できるかどうかと不安で毎日

過ごしていたのですけれども，そのときにフッと夢で

見たのが源頼朝なのです。それも鎌倉幕府ではなく

て，石橋山の戦いで平家打倒の旗を揚げて，ぎりぎり

のところに追いやられた頼朝の夢を見たということ

で，そこで何を感じたかと言うと，やっぱり旗揚げが

必要だなということです。

上手く行く，行かないというのは後から考えればい

いわけで，とにかく大きな目標を設定して，構想を練

り上げることが大切です。いわば当たり前のことです

が，身を持って勉強させられた次第です。

３．３ 地域経営と知財管理

こうした活動を続ける中で，強く感じたことがあり

ます。企業経営と知財があるのだったら，地域の経営

と知財管理があってもいいのではないかということで

す。ところが，地域経営というスタンスに立っての知

財管理というものはほとんど議論されていません。1

年前にそういう思いで霞ヶ関を回ったら，みんな話を

聞いてくれて一言，「吉国さん，これは空白だよ」と言

われました。それで恥を覚悟でこういうことに取り組

んでいます。

1つは特許を中心に使って，人をどうやって呼び込

むか。知財も手段だと思っていますので，この過疎地

に特許を使ってどうやって人を呼び込むかという戦略

です。次に，「特許プール」というと先端技術を連想し

ますけれども，「地域活性化のための特許プール」とい

うことで，これも極めて優秀な若手の弁理士さんが金

沢に来られました。彼をも巻き込んで，こういった議

論を今，始めています。先ほど紹介しました「食の部

品化構想」と「地域活性化のための特許プール」の仕

組み，これを使ったら非常に面白くなるのではないか

ということで動いているところです。

それからもう 1つは，模倣できにくい仕組みを構築

するということです。よく「ブランド」と言われます
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けれども，結構模倣されたりする被害を石川県でもよ

く聞きます。特にグローバル化とこういった問題とい

うのは，非常に深刻な問題になってきています。私が

昔，TRIPS交渉をやっていたときに一番すごいなと

思ったのは，“地理的表示”という知財でした。それ並

みの仕組みを運用で作れないかということで，これも

色々な議論をしています。最終的にはトレーサビリ

ティも絡めてということにもなろうかと思いますけれ

ども。

ですから，こういった知財については，みなさん企

業様の立場での知財管理というものをいろいろお考え

になっていると思うのですけれども，私どもの場合は

地域に人を呼び込む，住んでいる方がこの地域に生ま

れ育って本当に良かったと思っていただく，そのため

の知財の活用の仕方というものがあるのではないかと

考えているわけです。これをやらなければ多分地域は

生き返らない。今は待ったなしだというふうに思いな

がら仕事をさせていただいています。

４．最後に

駆け足で十分なお話にならなかったかと思いますけ

れども，本当に今，日本を取り巻いている閉塞感をぶ

ち破りたいです。特に，「地域，地域」と言いながら地

域が衰退していくということにも我慢なりません。と

いうことで，できる，できないではなくて，もうやる

しかないなというふうに取り組んでいる馬鹿者がいる

ということを，この機会にお伝えできればと思ってお

りました。本日はどうもありがとうございました。

(原稿受領 2011. 10. 3)
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